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５章　野菜類

ジャガイモ　英名：Potato　分類：ナス科ナス属に属する多年生植物
　学名：Solanum tuberosum L.

・原産地：南米アンデス中南部のペルー南部に位置するチチカカ湖半。
・温度適応性：冷涼な気候を好む。	
・発芽適温：最適温度 18 ～ 20℃、やや高温条件下で出芽、地上部の生育が促進される。
・生育適温：15 ～ 24℃前後。冷涼な気候を好む。
・光適応性：比較的光を必要とする作物。
・土壌適応性：適応性は広く、排水がよく肥沃な砂壌土が最適である。
・土壌酸度適応性：弱酸性（ph5.0 ～ 6.5）が適する。
・�花芽分化と抽苔：葉の付け根から花径が伸び、先端に多数の花をつける。花色は品種によっ
て異なり、赤・白・紫と様々である。5～ 7月に開花する。

・作型別栽培方法
種�イモの準備：栄養繁殖性で、ウイルス病やそうか病など、種イモによって伝染する病害
が多いため、健全な種イモを使用することが重要である。
植�え付け：種イモの大きさは、40g を標準とし、頂芽が各片に配分されるように切り分ける。
腐敗しやすい高温時の作付けは、植付けの 1～ 2 日前に切断し、涼しい日陰に置き切断
面を乾かす。春作と夏作では、種イモを植付け前の 20 ～ 30 日間浴光させ、出芽促進と
芽の充実をはかる。

（１）�春作栽培：11 ～ 3 月に植付け、3～ 6 月に収穫する作型。トンネル栽培・マルチ栽培・
露地栽培などに作型が分化している。早期出荷する場合は、生育適温期間が短いため、
資材で被覆・保温をして出芽や生育を促進させ早生種を使用する。

（２）�夏作栽培：4 ～ 5 月に植付け、8～ 10 月に収穫する作型。北海道畑作の重要な作物でわ
が国の 4分の 3がこの作型である。

（３）�秋作栽培：8 ～ 9 月に植付け、11 ～ 1 月に収穫する作型。短日条件下での栽培となるた
め、収量はやや低い。生育適温期間が短いため、早生種を使用する。


